
Ｑ
一
五
二
行
の
「
暹
華
以
封
晴
及
少
腹
図
」

白
一
六
九
行
の
「
籟
（
湾
戎
塩
若
美
塩
、
盈
晴
、
有
（
又
）
以
洙
（
塗
）
晴
回
下
及
其
上
。
」

四
三
二
行
の
「
積
（
獺
）
、
先
上
卵
、
引
下
其
皮
、
以
祀
（
砥
）
穿
其
階
秀
。
」

因
二
二
八
行
の
「
冶
困
桂
尺
、
独
口
一
升
、
井
冶
、
而
盛
竹
南
中
：
…
・
而
傅
（
敷
）
之
階
下
二
処
…
…
・
」

の
五
個
条
で
、
こ
の
合
計
六
個
の
「
階
」
の
字
に
対
し
て
、
文
物
出
版
社
印
刷
版
で
は
、
翠
な
「
腱
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
唯

と
晴
二
字
の
発
音
が
近
い
為
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
唯
は
即
ち
尻
で
、
帛
害
の
文
面
か
ら
見
れ
ば
、
階
を
尻
と
解
す
る
は
妥
当
で
は
な
い
。
例

え
ば
一
五
二
行
の
「
遙
華
以
封
晴
及
少
腹
」
か
ら
見
れ
ば
、
晴
と
い
う
所
は
少
腹
と
隣
り
合
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
尻
は
少
腹
の
後
の

下
側
に
あ
り
、
少
腹
と
甚
だ
離
れ
て
い
る
。
ま
た
ニ
ハ
九
行
の
「
籟
（
膠
、
戎
塩
若
美
塩
、
盈
階
…
…
」
中
の
盈
階
を
一
五
二
行
の
封
階
と
合

せ
て
考
え
る
と
、
晴
と
い
う
所
は
、
凹
ん
で
い
て
物
を
入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
所
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
少
腹
あ
た
り
で
こ
れ
に
該
当
す
る

と
こ
ろ
は
、
た
だ
膳
だ
け
で
あ
る
。
故
に
「
階
」
は
膳
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
「
遙
華
以
封
階
及
少
腹
…
…
。
」
と
は
即
ち
遙
華
と
い
う

馬
王
堆
医
帛
『
五
十
二
病
方
』
中
症

目
一
五
一
行
の
「
塩
階
笑
尻
」

『
五
十
二
病
方
』
中
の
「
階
」
の
字
に
関
す
る
考
察
と
解
明

中
に
は
、
「
晴
」
の
字
が
人
体
の
特
定
の
部
位
の
名
称
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は

日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
三
巻
二
号

昭
和
六
十
二
年
四
月
三
十
日
発
行趙

有
臣

昭
和
六
十
一
年
八
月
九
日
受
付
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「
□
□
□
□
□
口
干
葱
：
：
‐
・
塩
晴
実
尻
。
」

に
示
し
た
よ
う
に
、
一
五
○
行
に
は
「
干
葱
」
の
二
字
し
か
残
存
し
て
い
ず
、
そ
の
前
の
六
字
は
判
読
不
能
で
あ
る
。
干
葱
二
字
の
後
は
脱
落

し
て
い
る
が
、
帛
言
が
毎
行
二
六
’
二
八
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
論
す
る
と
、
二
○
字
ぐ
ら
い
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
一
五
○
と
一

五
一
行
で
は
、
干
葱
な
ど
を
用
い
て
潅
病
を
治
療
す
る
一
つ
の
処
方
を
紹
介
し
、
最
後
に
、
こ
の
病
気
に
対
し
て
は
、
ま
た
「
塩
階
と
炎
尻
」

の
二
種
の
治
療
法
を
用
い
て
も
よ
い
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
塩
晴
と
は
、
前
出
の
「
籟
感
）
、
戎
塩
若
美
塩
、
盈
階
。
：
…
」
の
よ
う
な

治
療
法
で
、
笑
尻
と
は
、
一
八
○
行
の
「
潅
、
播
陳
謁
若
陳
薪
、
令
病
者
北
（
背
）
火
笑
之
、
両
人
為
廃
（
摩
）
其
尻
。
」
の
よ
う
な
治
療
法
で

あ
る
。
こ
れ
も
階
と
尻
が
人
体
上
の
別
の
部
位
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
「
晴
は
即
ち
尻
で
あ
る
」
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

癩
病
治
療
の
二
二
一
行
の
「
以
祀
（
砥
）
穿
其
階
秀
。
」
と
一
三
八
行
の
「
傅
（
敷
）
之
階
下
為
二
処
。
」
の
二
条
に
至
っ
て
は
、
ど
ち
ら
も

薬
を
臓
窩
に
つ
け
、
そ
し
て
下
へ
少
腹
ま
で
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
「
籟
擢
）
、
戎
塩
若
美
塩
、
盈
晴
。
又
以
塗
晴
凹
下
及
其
上
。
」
と
は
、
食

塩
を
謄
窩
の
中
に
一
ぱ
い
入
れ
て
、
そ
し
て
膳
の
上
側
と
下
側
ま
で
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
若
し
晴
を
尻
と
解
す
る
な
ら
、
塩
の
よ
う
な
薬
を

用
い
て
、
尻
の
凹
承
に
一
ぱ
い
入
れ
て
、
肛
門
を
封
鎖
し
、
そ
し
て
上
へ
前
へ
少
腹
ま
で
薬
を
つ
け
る
こ
と
に
な
り
、
不
合
理
で
あ
る
。
そ
の

上
、
現
存
す
る
古
代
医
方
の
中
に
は
、
塩
を
膳
に
つ
け
て
纒
病
を
治
療
す
る
処
方
が
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
『
外
台
秘
要
』
巻
二
十

七
に
引
く
所
の
『
備
急
方
』
葛
氏
の
「
療
卒
関
格
、
大
小
便
不
通
、
支
満
欲
死
、
一
三
日
則
殺
人
方
。
塩
、
以
苦
酒
和
、
塗
謄
中
、
干
又
易

之
。
」
及
び
『
医
心
方
』
巻
十
二
に
『
葛
氏
方
』
か
ら
引
用
し
た
「
治
小
便
不
通
方
、
以
塩
満
踏
中
、
灸
上
三
壮
・
」
及
び
『
外
台
秘
要
』
巻
二

十
七
に
『
古
今
録
験
』
か
ら
引
用
し
た
「
療
熱
結
小
便
不
通
利
方
、
取
塩
填
満
膳
中
、
大
作
文
住
、
灸
令
熱
為
度
、
良
。
」
な
ど
で
、
こ
れ
か

ら
類
推
し
て
、
晴
は
腰
で
あ
っ
て
尻
で
は
な
い
こ
と
が
首
肯
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
一
五
一
行
の
「
塩
晴
実
尻
」
の
四
字
か
ら
も
、
晴
と
尻

は
同
じ
所
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
も
し
晴
が
尻
で
あ
る
な
ら
、
こ
の
短
い
四
字
の
中
で
、
人
体
中
の
同
じ
部
位
に
対
し
て
二
つ
の
違
う
名
称

を
用
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
「
塩
情
実
尻
」
四
字
は
、
そ
の
前
の
一
五
○
行
の
結
尾
句
で
あ
る
。
い
ま
帛
書
一
五
○
行
と
一
五
一
行
に
つ
い
て
考

鰐
え
て
マ
挙
る
ル
」
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余
地
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

膳
秀
と
謄
下
を
刺
激
し
て
、
ヘ
ル
ニ
ア
の
縮
ま
る
の
を
促
す
の
で
あ
る
。
『
甲
乙
経
』
巻
九
に
よ
る
と
、
瞬
秀
の
天
枢
二
穴
は
陰
痂
と
気
油
を

主
治
し
、
贋
下
の
大
巨
二
穴
は
癩
油
を
主
治
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
も
「
階
」
が
隅
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
戦

国
末
期
或
は
西
漢
初
期
に
属
す
る
古
代
医
学
文
献
『
五
十
二
病
方
』
中
の
「
晴
」
と
い
う
字
が
贋
を
指
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
議
論
の

し
か
し
、
晴
を
膳
と
解
す
る
例
は
、
現
存
の
医
学
古
典
中
に
見
当
ら
な
い
ば
か
り
で
は
な
く
、
各
種
儒
学
経
典
、
小
学
訓
話
、
乃
至
す
べ
て

の
諸
子
百
家
の
中
に
も
、
そ
の
記
載
が
見
つ
か
ら
な
い
。
た
だ
許
叔
重
が
『
説
文
解
字
』
で
「
階
」
の
定
義
と
し
て
下
し
た
「
裂
肉
也
」
の
三

字
は
、
贋
で
あ
る
と
明
言
し
て
は
い
な
い
が
、
筆
者
は
「
裂
肉
」
の
二
字
が
す
な
わ
ち
膳
を
指
し
て
い
る
と
確
信
す
る
。
厳
密
に
言
え
ば
、
そ

れ
は
新
生
児
の
膳
帯
を
意
味
し
て
い
る
。
「
裂
肉
」
と
は
よ
け
い
な
肉
の
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
新
生
児
が
母
体
を
離
れ
て
誕
生
し
た
の
ち
は
、
親
か
ら
授
け
ら
れ
た
百
体
が
、
何
一
つ
後
日
の
発
育
成
長
の
資
に
な
ら
な
い
も
の
は

な
く
、
腰
帯
と
い
う
肉
だ
け
が
無
用
の
肉
（
裂
肉
）
に
な
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
乾
燥
し
て
落
ち
て
し
ま
う
。
故
に
「
階
」
に
は
、
『
玉
篇
』
に
「
晴
、

落
也
」
と
い
う
よ
う
に
落
ち
る
と
い
う
義
が
あ
る
。
腰
帯
が
落
ち
た
あ
と
に
は
贋
の
穴
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
膳
の
穴
は
曽
て
よ
け
い
な
肉
を

落
と
し
た
あ
と
で
あ
る
か
ら
、
人
た
ち
も
こ
れ
を
「
晴
」
と
呼
ん
だ
。
こ
の
膳
の
穴
は
円
く
長
い
形
を
し
て
い
る
か
ら
、
「
晴
」
に
は
ま
た
『
正

韻
』
の
「
晴
、
円
而
長
」
の
よ
う
に
円
く
長
く
の
義
が
生
じ
た
。
「
晴
落
」
の
晴
も
、
「
階
円
」
の
階
も
、
初
あ
の
時
は
み
な
「
晴
」
と
書
い
た

が
、
あ
と
で
区
別
す
る
為
に
、
別
に
「
堕
」
と
い
う
字
を
作
っ
て
落
ち
る
の
義
に
当
て
、
「
楯
」
と
い
う
字
を
作
っ
て
、
円
く
長
く
の
義
に
当

て
た
。
こ
う
し
て
堕
落
や
楯
円
と
書
く
よ
う
に
な
り
、
晴
落
や
階
円
と
は
書
か
な
く
な
っ
た
。
堕
と
楯
は
皆
「
晴
」
の
桁
化
字
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
新
生
児
の
腰
帯
と
い
う
よ
け
い
な
肉
が
『
説
文
解
字
』
の
「
階
、
裂
肉
（
余
肉
）
也
」
の
義
と
正
に
ぴ
っ
た
り
合
っ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
『
説
文
解
字
』
の
注
解
者
は
文
献
が
足
ら
な
い
為
、
た
だ
『
周
礼
』
、
『
儀
礼
』
な
ど
に
依
っ
て
、
戸
祭
の
残
余
無
用
の

も
の
を
「
晴
」
と
称
し
て
、
そ
れ
で
『
説
文
解
字
』
の
「
裂
肉
」
を
解
釈
し
た
。
こ
れ
は
『
説
文
解
字
』
の
本
義
に
は
合
わ
な
い
。

例
え
ば
段
玉
裁
の
注
に
は
「
裂
、
訓
贈
余
、
引
伸
之
、
凡
余
皆
日
裂
。
裂
肉
、
謂
戸
所
祭
之
余
也
・
」
段
氏
が
こ
こ
で
「
裂
」
を
「
繪
余
」
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の
称
と
解
す
る
の
は
是
で
あ
る
が
、
「
裂
肉
」
を
「
戸
所
祭
之
余
」
と
解
す
る
の
は
非
で
あ
る
。
元
来
戸
祭
の
残
余
物
を
「
晴
」
と
呼
ぶ
の
は
、

晴
の
引
申
義
で
あ
っ
て
、
階
の
本
義
で
は
な
い
。
即
ち
『
周
礼
・
春
官
・
守
桃
』
の
「
既
祭
則
蔵
其
晴
」
に
対
し
て
、
鄭
玄
は
「
晴
、
戸
所
祭

肺
、
黍
、
稜
之
属
。
」
と
注
し
て
い
る
。
鄭
注
の
戸
祭
の
暗
に
は
、
肺
の
よ
う
な
肉
類
も
あ
れ
ば
、
黍
と
稜
と
い
う
肉
類
で
な
い
も
の
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
全
部
が
肉
類
で
は
な
い
以
上
、
『
説
文
解
字
』
の
「
晴
、
裂
肉
也
」
の
義
と
は
合
わ
な
い
。

こ
れ
ま
で
『
説
文
解
字
』
を
注
解
し
た
人
た
ち
は
、
鄭
玄
が
『
周
礼
』
の
注
の
中
で
言
っ
た
「
階
」
の
義
が
『
説
文
解
字
』
の
「
晴
、
裂
肉

也
」
の
義
と
合
わ
な
い
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
別
に
徴
す
べ
き
文
献
が
な
い
た
め
、
鄭
玄
の
注
を
引
用
し
て
『
説
文
解
字
』
を
解
釈
す
る
ほ
か

に
仕
方
が
な
か
っ
た
。
ま
た
鄭
注
の
階
が
も
と
も
と
全
部
肉
類
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
か
れ
ら
は
敢
え
て
「
裂
肉
」
を
「
戸
祭
残
余
之
肉
」
と

解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
た
だ
ど
っ
ち
つ
か
ず
の
「
戸
祭
残
余
之
物
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
う
す
る
と
、
た
だ
「
裂
」
の
字
だ
け

は
解
釈
で
き
る
が
、
「
肉
」
の
字
の
説
明
が
つ
か
な
い
。
す
な
わ
ち
全
部
肉
で
な
い
以
上
、
裂
肉
と
呼
ぶ
べ
き
で
は
な
い
。
段
氏
は
こ
の
て
ぬ

か
り
を
う
ず
め
よ
う
と
思
っ
て
「
戸
祭
刺
肺
、
黍
、
稜
之
属
、
已
祭
則
為
残
余
無
用
之
物
、
故
云
裂
肉
、
単
言
肉
者
、
以
其
字
從
肉
也
・
」
と

し
た
。
段
氏
は
戸
祭
の
切
肺
、
黍
、
稜
な
ど
を
単
に
裂
肉
と
呼
び
、
裂
黍
、
裂
稜
と
呼
ば
な
い
わ
け
は
、
階
の
字
が
肉
に
従
う
為
で
あ
る
と
い

う
の
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
は
明
ら
か
に
牽
強
附
会
で
あ
る
。
問
題
の
要
点
は
許
叔
重
が
何
の
為
に
「
晴
」
を
裂
肉
と
解
釈
し
た
の
か
、
そ
し
て

晴
の
字
形
が
ど
う
し
て
肉
に
従
う
と
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
段
氏
は
こ
れ
ら
を
解
釈
し
な
い
で
、
反
っ
て
戸
祭
の
残
余
と
い
う
全
部

が
肉
で
な
い
も
の
を
「
階
」
つ
ま
り
、
裂
肉
と
呼
べ
る
原
因
を
肉
に
従
う
と
い
う
「
晴
」
の
字
形
に
転
稼
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
見
る
と
、
晴

を
戸
祭
の
余
り
物
と
解
釈
す
る
の
は
、
晴
の
引
申
義
で
あ
っ
て
、
強
い
て
そ
れ
を
本
義
と
す
る
の
は
無
理
で
あ
る
。
『
説
文
解
字
』
の
「
晴
、

裂
肉
也
」
は
、
た
だ
新
生
児
の
謄
帯
、
つ
ま
り
必
ず
脱
落
す
る
よ
け
い
な
肉
と
解
釈
す
る
だ
け
が
本
義
で
あ
り
、
か
つ
毫
も
牽
強
附
会
の
所
が

な
い
。
こ
れ
は
全
く
出
土
し
た
医
帛
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
新
し
い
啓
発
で
あ
る
。

こ
の
文
を
書
き
終
っ
た
後
、
も
う
一
つ
の
労
証
を
得
た
。
『
広
雅
・
釈
草
』
の
「
蔭
、
箒
也
」
と
、
『
説
文
解
字
』
の
「
箒
、
瓜
当
也
」
で
あ

る
。
瓜
当
と
は
瓜
帯
の
こ
と
で
あ
る
。
瓜
に
は
帯
が
あ
り
、
そ
れ
で
そ
の
蔓
と
根
と
相
通
じ
て
い
て
、
胎
児
が
謄
帯
で
母
体
と
相
通
ず
る
の
と
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同
じ
で
あ
る
。
故
に
新
生
児
の
腰
帯
が
晴
と
称
し
、
瓜
の
帯
も
晴
と
称
す
る
。
瓜
の
帯
を
蔭
と
呼
ぶ
の
は
晴
の
引
申
義
で
、
且
つ
瓜
が
草
木
類

で
あ
る
か
ら
、
「
階
」
の
上
に
草
か
ん
む
り
を
加
え
て
、
区
別
す
る
の
で
あ
る
。
．
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